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３
月
定
例
会
は
、
２
月
28
日
か
ら
始
ま
り
、
３
月
20
日
ま
で
21
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
同
意
一
件
、
議
案

三
二
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
、
同
意
、
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
発
議
案
四
件
を
提
出
し
、
二
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
、
一
件
を
否
決
、
一
件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
三
会
派
の
会
派
代
表
質
問
と
、
一
〇
人
の
議
員
が

個
人
質
問
を
行
い
、
市
の
諸
問
題
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

平　 成
19年度 当初予算案など35議案を可決、同意
一般会計115億1千万円　特別会計88億8千万円　水道事業会計12億6千万円

高機能消防指令センター

市長提出議案 

議員提出議案 

同　意 
第１号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 多数同意 議　案

第19号
富里市心身障害児就学指導委員会条例の一部を改正す
る条例の制定について 

議　案
第20号 富里市公民館条例の一部を改正する条例の制定について 

議　案
第21号

富里市ポイ捨て防止条例の一部を改正する条例の制定
について 

議　案
第22号

富里市中小企業資金融資条例の一部を改正する条例の
制定について 

議　案
第23号

富里市道路占用料条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 

議　案
第24号 富里市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

議　案
第25号

富里市公共下水道事業受益者分担金徴収条例の一部を
改正する条例の制定について 

議　案
第26号

富里市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 

議　案
第27号 平成18年度富里市一般会計補正予算（第４号） 

議　案
第28号

平成18年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第
３号） 

議　案
第29号 平成18年度富里市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

議　案
第30号 平成18年度富里市老人保健特別会計補正予算（第３号） 

議　案
第31号 平成18年度富里市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

議　案
第32号 平成18年度富里市水道事業会計補正予算（第２号） 

発議案 
第１号 

富里市長、助役及び収入役並びに教育委員会教育長の
給料の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 

継続審査 

発議案 
第２号 

富里市議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 否　決 

発議案 
第３号 

富里市議会会議規則の一部を改正する規則の制定につ
いて 

発議案 
第４号 

富里市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 

議　案 
第１号 平成19年度富里市一般会計予算 

議　案 
第２号 平成19年度富里市国民健康保険特別会計予算 

議　案 
第３号 平成19年度富里市下水道事業特別会計予算 

議　案 
第４号 平成19年度富里市老人保健特別会計予算 

議　案 
第５号 平成19年度富里市介護保険特別会計予算 

議　案 
第６号 平成19年度富里市水道事業会計予算 全会可決 

全会可決 

議　案 
第７号 富里市道路線の認定について 

議　案 
第８号 

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少、千葉県市町村総合事務組合の共同処理する
事務の変更及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部
を改正する規約の制定に関する協議について 

議　案 
第９号 

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例の制定について 

議　案
第10号 富里市副市長定数条例の制定について 

議　案
第11号

富里市情報公開条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 

議　案
第12号

富里市職員定数条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 

議　案
第13号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定について 

議　案
第14号

特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 

議　案
第15号

富里市職員の給与等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 

議　案
第16号 富里市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議　案
第17号

富里市重度心身障害者等の医療費の一部給付に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 

議　案
第18号

富里市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正
する条例の制定について 

３月定例会の議案と議決結果 

多数可決 

多数可決 

多数可決 

多数可決 

多数可決 

多数可決 

多数可決 

多数可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 

全会可決 
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一般質問 一般質問 
（会派代表・個人） 

　３月定例会では、2月28日、３月１日、２日
及び６日の４日間にわたり、３会派の代表質問
と、10人の議員による個人質問が行われ、市政
に対し活発な議論が行われました。
　詳細については、市立図書館にて会議録（５
月下旬発行予定）の閲覧、または、富里市議会
ホームページ（５月下旬掲載予定）でご覧くだ
さい。

※本文は質問者自身の原稿によるものです。 

問
富
里
市
の
将
来
に
つ
い
て
、
市
長

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答
総
合
計
画
に
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

を
定
め
、
そ
の
目
標
に
取
り
組
み
な
が

ら
そ
の
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

将
来
像
を
引
き
続
き
継
承
し
て
い
き
、

平
成
18
年
度
に
重
点
実
施
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
二
市
四
町
の
合
併
に
つ
い
て
。

答
県
の
決
め
た
枠
組
は
、
尊
重
し
て

い
き
な
が
ら
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
く

が
、枠
組
を
積
極
的
に
ま
と
め
る
役
は
、

私
と
し
て
は
進
め
る
気
持
ち
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
周
辺
の
首
長
と
の
話
し
合
い
や
、
進

め
方
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
首
長
同
士
で
、
話
し
合
う
の
は
難

し
い
の
で
、
県
の
事
務
的
な
レ
ベ
ル
で

進
め
て
い
く
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

問
庁
舎
内
の
人
事
と
指
導
力
は
。

答
事
務
事
業
の
見
直
し
等
を
行
い
、
や

る
気
の
出
る
職
場
に
し
ま
す
。

問
北
新
木
戸
の
区
画
整
理
の
中
の
公

園
と
交
通
広
場
の
有
効
利
用
は
。

答
富
里
の
玄
関
口
で
あ
る
の
で
、
総

合
的
な
計
画
の
中
で
、
内
外
か
ら
の
利

用
が
で
き
る
よ
う
に
今
後
考
え
ま
す
。

市
民
ク
ラ
ブ

鈴
木
英
吉
議
員

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算

を
審
査
の
た
め
、
３
月
１
日
、

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
計
四

日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
当
初
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
一
五
億

一
、
三
〇
〇
万
円
。
前
年
度
比

六
・
八
％
の
減
で
、
平
成
以
降

で
は
も
っ
と
も
大
き
い
減
少
率

と
の
こ
と
。

　

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

「
行
政
組
織
別
予
算
制
度
」
を

導
入
し
、
各
部
等
が
主
体
的
に

事
業
成
果
等
を
見
極
め
、
緊
急

度
、
優
先
度
に
基
づ
く
事
務
事

業
の
厳
し
い
選
択
を
行
い
、
効

率
化
や
コ
ス
ト
縮
減
を
進
め
た

と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
重
点
実
施
プ
ラ
ン
に

位
置
付
け
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

重
点
的
、
計
画
的
に
財
源
配
分

す
る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
に

掲
げ
た
改
革
項
目
を
着
実
に
推

進
し
、
特
に
補
助
金
に
つ
い
て

は
、「
富
里
市
補
助
金
等
検
討

委
員
会
」
の
最
終
提
言
の
趣
旨

を
十
分
踏
ま
え
、
抜
本
的
な
見

直
し
を
実
施
し
、予
算
に
反
映
さ

せ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

主
な
歳
入
に
つ
い
て

 
「
市
税
」は
、
税
源
移
譲
及
び

定
率
減
税
の
廃
止
等
の
税
制
改

正
に
よ
り
、
九
・
一
％
増
。

 

「
地
方
譲
与
税
」は
、
所
得
譲

与
税
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
及

び
地
方
道
路
譲
与
税
の
減
額
見

込
み
か
ら
、
六
四
・
八
％
減
。

 

「
地
方
交
付
税
」は
、
平
成
19

年
度
か
ら
の
新
型
交
付
税
の
導

入
、
ま
た
、
地
方
交
付
税
総
額

の
減
な
ど
、
不
確
定
な
状
況
で

は
あ
る
が
、
実
績
等
に
よ
り
計

上
し
、
九
・
二
％
増
。

主
な
歳
出
に
つ
い
て

 

「
総
務
費
」は
、
固
定
資
産
税

評
価
替
え
事
業
の
増
の
ほ
か
、

市
長
選
挙
を
初
め
、
各
選
挙
経

費
の
計
上
に
よ
り
三
・
三
％
増
。

 

「
民
生
費
」は
、
児
童
手
当
制

度
の
拡
充
に
伴
う
給
付
費
及
び

医
療
制
度
改
革
や
保
険
給
付
費

の
増
等
に
よ
り
四
・
五
％
増
。

 

「
衛
生
費
」は
、
ご
み
処
理
施

設
建
設
事
業
の
減
等
に
よ
り
、

全
体
で
は
二
・
五
％
減
。

 

「
農
林
水
産
業
費
」は
、
県
営

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
の
増
、

農
業
関
係
利
子
補
給
事
業
の
減

等
に
よ
り
、全
体
で
は
一
％
減
。

 

「
商
工
費
」は
、
七
％
増
。

 

「
土
木
費
」は
、
日
吉
台
上
流

調
整
池
整
備
事
業
の
増
、
及
び

七
栄
新
木
戸
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
費
の
減
等
に
よ
り
、
全

体
で
は
三
四
・
三
％
減
。

 

「
消
防
費
」は
、
高
機
能
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
総
合
整
備
事
業

の
終
了
等
に
よ
り
、二
〇
・
七
％

減
。
 

「
教
育
費
」は
、
特
別
支
援
教

育
推
進
の
た
め
、
個
別
指
導
補

助
員
配
置
事
業
を
拡
充
し
た
も

の
の
、
人
件
費
の
減
、
浩
養
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
整
備
事
業

の
終
了
等
に
よ
り
七
・
一
％
減
。

　

以
上
の
ほ
か
、説
明
を
受
け
、

各
委
員
か
ら
の
多
岐
に
わ
た
る

質
疑
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

議
案
第
一
号　

平
成
19
年
度

富
里
市
一
般
会
計
予
算
は
、
賛

成
多
数
に
て
、
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告
（
抜
粋
）

委
員
長　

鈴
木
英
吉

みなさんからの請願・陳情

陳情第32号

◆公共工事における建設労働者の適正な労働条件確保等に

関する陳情書………………………………………	継続審査

陳情第39号

◆ホタル発生地域の埋立て造成に反対する陳情書

	 ………………………………………………………継続審査
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問
登
下
校
時
に
お
け
る
安
全
確
保
は

学
校
の
登
下
校
時
に
保
護
者
が
車
や
徒

歩
で
送
迎
し
て
い
る
姿
が
多
く
見
か
け

ら
れ
ま
す
。
最
近
の
事
故
・
事
件
を
見

れ
ば
我
が
子
を
守
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

を
強
く
感
じ
ま
す
。
安
全
管
理
の
徹
底

と
登
下
校
時
の
車
の
送
迎
と
、
さ
と
バ

ス
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
利
用
で
き

な
い
か
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
安
全
教
室
・
事
故
防
止
指
導
・
学

区
の
巡
視
。
車
の
送
迎
は
登
下
校
は
児

童
・
生
徒
自
身
が
行
う
こ
と
を
基
本
と

し
、
車
で
の
送
迎
は
保
護
者
の
判
断
。

こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
よ
く
相
談
し
ま

す
。
さ
と
バ
ス
の
利
用
は
、
検
討
委
員

会
で
協
議
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

『
そ
の
他
の
質
問
』

⑴
市
長
の
四
年
間
の
政
治
姿
勢

⑵
平
成
19
年
度
施
政
方
針
の
中
か
ら

⑶
防
災
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

⑷
日
吉
台
地
区
の
諸
問
題
に
つ
い
て

①
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院
建
設
は

②
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題

③
駐
輪
場
に
つ
い
て

④
汚
水
処
理
場
の
跡
地
利
用
計
画
は

⑤
城
ノ
腰
の
道
路
開
通
の
見
通
し
は

⑥
六
工
区
調
整
池
の
利
用
に
つ
い
て

公
明
ク
ラ
ブ

佐
藤
照
子
議
員

問
毎
年
、
財
政
力
指
数
は
上
が
っ
て

い
る
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
予
算

が
取
れ
な
い
が
説
明
を
求
め
る
。

答
町
制
施
行
か
ら
市
制
施
行
ま
で
期

間
が
短
く
社
会
資
本
整
備
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
、
標
準
団
体
の
行
政
規
模
と
想

定
さ
れ
る
一
〇
万
人
に
達
し
て
い
な
い

こ
と
な
ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
義
務
的
経
費
が
つ
い
に
六
〇
％
を

超
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
投
資

的
経
費
が
生
み
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
新
規
事
業
等
が
で
き
な
い
こ
と
に

つ
な
が
り
は
し
な
い
の
か
。

答
今
後
、
平
成
18
年
度
決
算
の
状
況

を
見
な
が
ら
、事
業
成
果
等
を
見
極
め
、

緊
急
度
・
優
先
度
に
基
づ
く
事
務
事
業

の
厳
し
い
選
択
を
行
い
、
で
き
る
限
り

市
民
の
皆
様
の
ご
要
望
を
予
算
に
反
映

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

問
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
住
民
要
望
と

の
バ
ラ
ン
ス
並
び
実
現
性
は
い
か
が
か
。

答
定
員
適
正
化
計
画
の
見
直
し
に
よ

り
職
員
を
二
四
人（
五
％
）削
減
し
、
平

成
22
年
に
は
四
六
〇
人
と
す
る
こ
と
を

目
標
。そ
の
他
行
動
計
画
に
つ
い
て
も
、

可
能
な
限
り
数
値
目
標
を
公
表
で
き
る

よ
う
、現
在
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
政
会

杉
山
治
男
議
員

一
般
質
問
通
告
項
目
（
個
人
）

猪
狩
一
郎
議
員

⑴
総
合
病
院
誘
致
に
つ
い
て
経
過
を

伺
い
た
い

⑵
日
吉
台
小
学
校
南
門
側
の
土
手
の

管
理
に
つ
い
て

⑶
日
吉
台
中
継
ポ
ン
プ
場
で
中
断
さ

れ
て
い
る
計
画
道
路
の
見
解
を
伺

い
た
い

高
橋
益
枝
議
員

⑴
学
校
給
食
に
つ
い
て

⑵
環
境
問
題
に
つ
い
て

秋
本
真
利
議
員

⑴
過
去
の
質
問
事
項
の
経
過
に
つ
い

て
⑵
市
長
給
与
な
ど
に
つ
い
て

⑶
各
種
基
盤
整
備
に
つ
い
て

⑷
子
育
て
支
援
制
度
に
つ
い
て

江
原
利
勝
議
員

⑴
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
拡
充
に

つ
い
て

⑵
広
告
事
業
の
推
進
に
よ
る
財
源
の

確
保
に
つ
い
て

柏
崎
の
り
子
議
員

⑴
子
ど
も
の
育
成
支
援
に
つ
い
て

⑵
学
校
教
育
の「
全
国
一
斉
テ
ス
ト
」

に
つ
い
て

⑶
さ
と
バ
ス
運
行
の
取
組
に
つ
い
て

⑷
生
活
道
路
の
安
全
対
策
の
拡
充
を

佐
藤
繁
夫
議
員

⑴
道
路
問
題
に
つ
い
て

⑵
農
業
問
題
に
つ
い
て

⑶
医
療
問
題
に
つ
い
て

⑷
環
境
問
題
に
つ
い
て

立
花
葊
介
議
員

⑴
市
長
の
政
治
姿
勢

⑵
福
祉
行
政
の
体
制
の
改
善
・
強
化

を
求
め
る

⑶
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
結
果
と
今

後
の
計
画

⑷
教
育
再
生
会
議
の
教
育
干
渉
に
つ

い
て

伊
藤
澄
雄
議
員

⑴
相
川
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

⑵
木
戸
前
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

⑶
成
田
国
際
空
港
場
外
下
水
道
問
題

に
つ
い
て

窪
田　

優
議
員

　

⑴
未
解
決
の
案
件
に
つ
い
て

中
野
信
二
議
員

⑴
当
市
の
財
政
は
破
綻
寸
前
な
の
か

⑵
空
港
圏
合
併
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か

⑶
日
吉
台
地
域
の
諸
問
題
に
つ
い
て
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総
合
病
院
誘
致
に
つ
い
て
千
葉
県

側
の
判
断
は
ど
の
よ
う
に
。

医
療
法
人
徳
洲
会
が
、（
仮
称
）
成

田
富
里
徳
洲
会
病
院
と
し
て
、
去
る
２

月
13
日
に
二
八
五
床
の
病
床
配
分
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

成
田
赤
十
字
病
院
と
の
関
係
は
。

二
次
救
急
医
療
を
受
け
持
っ
て
も

ら
い
た
い
考
え
の
よ
う
で
す
。

予
定
地
周
辺
病
院
と
の
関
係
は
。

徳
洲
会
と
し
て
は
、
医
師
会
へ
の
加

入
に
よ
り
開
業
の
先
生
と
密
接
な
関
係

を
築
き
、
医
療
機
器
の
共
同
利
用
や
開

放
病
床
の
提
供
、ま
た
、か
か
り
つ
け
医

と
の
逆
紹
介
等
、
病
病
・
病
診
連
携

を
進
め
る
考
え
と
聞
い
て
い
ま
す
。

『
日
吉
台
小
南
門
の
土
手
の
管
理
』

土
手
が
雨
水
等
に
よ
り
崩
れ
て
土

砂
が
歩
道
に
流
出
し
て
い
る
が
、
管

理
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
お
ら
れ
る

の
か
伺
い
た
い
。

当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、
学
校
敷

地
内
か
ら
歩
道
へ
の
土
砂
の
流
出
が

み
ら
れ
、
過
去
に
は
、
土
留
め
対
策

と
し
て
ネ
ッ
ト
芝
の
敷
設
工
事
を
実

施
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
土

砂
の
流
出
が
発
生
し
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
土
砂
の
撤
去
作
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
抜
本
的
な
土
留
め

対
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
合
病
院
誘
致
で
千
葉
県
の
判
断
は

医
療
法
人
に
対
し
二
八
五
床
の
病
床
配
分猪

狩
一
郎
議
員

給
食
費
を
も
っ
と
安
く
で
き
ま
せ
ん
か

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
ま
す

高
橋
益
枝
議
員

今
、
給
食
費
の
未
納
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
未
納
の
主
な
原
因
の
約
六
割
が

「
保
護
者
の
責
任
感
や
規
範
意
識
」
で

す
。
富
里
市
で
は
対
策
を
ど
う
し
て
い

ま
す
か
。

過
年
度
分
は
教
育
委
員
会
が
個
別
訪

問
を
し
て
お
り
ま
す
。

給
食
費
の
未
納
の
な
い
学
校
は
。

浩
養
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。

富
里
市
は
幼
稚
園
が
一
ヶ
月
三
，

八
七
〇
円
、
小
学
校
三
、八
七
〇
円
、

中
学
校
四
、六
四
〇
円
で
す
。
成
田
市

は
小
学
校
四
千
円
で
す
。
低
学
年
と
高

学
年
は
食
べ
る
量
が
違
う
と
思
い
ま
す

の
で
ど
う
に
か
な
り
ま
せ
ん
か
。

全
体
の
年
間
の
事
を
考
え
る
と
同
じ

料
金
で
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
給
食

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
審
議
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

全
国
に
は
無
料
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
も
っ
と
安
く
な
り
ま
せ
ん
か
。

最
大
限
の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

『
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
つ
い
て
』

取
手
市
で
は
、
微
生
物
を
利
用
し
て

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て

い
ま
す
。
富
里
市
は
こ
れ
ま
で
検
討
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
り
ま
せ
ん
。

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
と
の
協

働
と
し
て
お
手
伝
い
は
。

農
家
を
、
農
協
を
通
し
て
紹
介
で
き

ま
す
。

総合病院建設予定地

生ごみたい肥化容器に補助
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市
長
と
助
役
の
四
年
間
の
退
職
金
額
は

市
長
一
、七
〇
〇
万
円
・
助
役
八
〇
〇
万
円

秋
本
真
利
議
員

市
長
は
交
際
費
の
減
額
を
公
約
し
て

当
選
。
し
か
し
、減
額
さ
れ
て
い
な
い
。

手
ぶ
ら
で
行
く
の
は
非
常
に
難
し
い
。

市
長
の
資
産
公
開
に
つ
い
て
、
三
ヶ

月
も
前
に
一
度
指
摘
し
た
の
に
、
一
向

に
修
正
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

そ
の
ま
ま
に
し
た
今
後
は
注
意
す
る
。

『
過
去
の
質
問
の
経
過
に
つ
い
て
』

自
転
車
法
を
駆
使
す
れ
ば
ダ
イ
エ
ー

跡
地
に
駐
輪
場
を
設
置
で
き
る
の
で
は
。

事
業
者
に
依
頼
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
の
治
安
に
資
す
る
交
番
誘
致
を
。

誘
致
の
要
望
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

『
各
種
基
盤
整
備
に
つ
い
て
』

北
新
木
戸
の
公
園
計
画
に
は
馬
産
業

に
係
る
人
を
入
れ
る
よ
う
考
慮
す
べ
き
。

そ
の
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

住
民
投
票
を
含
む
、
市
民
が
主
役
の

自
治
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
せ
ん
か
。

今
後
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

仏
の
Ｄ
銀
行
が
日
本
に
進
出
し
た
。

有
効
利
用
す
れ
ば
、
長
期
の
借
り
入
れ

が
可
能
。
市
は
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

　

市
は
私
と
の
打
ち
合
わ
せ
ま
で
、
こ

の
自
治
体
専
門
銀
行
を
知
ら
な
か
っ
た
。

情
報
収
集
が
足
り
な
い
。お
金
が
な
い
と

市
民
に
言
う
前
に
、
情
報
収
集
な
ど
で

き
る
こ
と
は
や
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

残
念
な
が
ら
一
昨
日
認
識
し
ま
し
た
。

『
子
育
て
支
援
制
度
に
つ
い
て
』

市
長
権
限
で
子
育
て
支
援
予
算
増
を
。

他
要
望
を
優
先
す
る
の
で
不
可
能
だ
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
充
実
を
図
り
ま
す江

原
利
勝
議
員

初の記念バスが東京へ出発 !

学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
、
小
中
学

校
に
在
籍
す
る
教
育
上
特
別
の
支
援
を

必
要
と
す
る
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒

に
対
し
て
、
障
害
に
よ
る
困
難
を
克
服

す
る
た
め
の
教
育
を
行
う
こ
と
が
法
律

上
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
特

別
支
援
教
育
に
お
い
て
、
特
に
重
要
な

の
は
人
的
体
制
の
整
備
で
す
。

①
実
態
把
握
、
個
別
指
導
計
画
は
。

②
各
関
係
機
関
の
連
携
は
。

③
教
員
の
養
成
・
配
置
は
。

各
学
校
の
特
別
支
援
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に

個
別
指
導
計
画
の
作
成
や
活
用

を
研
修
会
等
に
お
い
て
更
に
検

討
し
具
体
化
し
ま
す
。
特
殊
免

許
状
保
有
者
数
は
、
市
内
小
学

校
で
二
人
で
す
。
平
成
18
年
度

年
間
三
回
の
特
別
支
援
教
育
研

修
会
を
開
催
し
、
資
質
向
上
に

努
め
ま
し
た
。
今
後
も
研
修
の

一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

『
広
告
事
業
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
』

財
政
難
に
直
面
す
る
地
方
自

治
体
が
保
有
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
資
産
を
広
告
媒
体
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
広
告
収
入
を
得
る
等
、
地

方
自
治
体
の
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
。

新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
向
け
て
検
討
を
進
め
、

市
広
報
紙
と
障
害
者
福
祉
の
し
お
り

で
一
〇
〇
万
円
の
収
入
見
込
み
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
バ
ナ
ー
広
告
の
導

入
は
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

教育はすべての子供に
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子
ど
も
の
医
療
費
助
成
通
院
年
齢
拡
大
を

検
討
し
て
み
た
い

柏
崎
の
り
子
議
員

乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
入
院
に
つ
い

て
は
小
学
校
入
学
前
ま
で
で
す
が
、
と

り
わ
け
通
院
の
対
象
年
齢
拡
大
を
求
め

る
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
独
自

の
上
乗
せ
実
施
を
し
て
い
る
市
町
村
も

あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
子
供
を
生
み
育

て
る
た
め
に
も
是
非
検
討
を
求
め
る
も

の
で
す
。
四
才
児
か
ら
六
才
児
ま
で
の

対
象
人
数
は
何
人
で
す
か
。

四
才
児
四
五
五
人
、
五
才
児
三
七
九

人
、
六
才
児
三
六
五
人
で
す
。

通
院
六
才
児
ま
で
の
上
乗
せ
予
算
の

見
込
み
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

一
才
児
で
約
一
千
万
円
で
す
か
ら
お

よ
そ
三
千
万
円
に
な
り
ま
す
。

市
実
施
の
次
世
代
育
成
支
援
ア
ン

ケ
ー
ト
や
、
私
が
実
施
し
た
市

政
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
そ
の
願
い

が
意
見
も
含
め
て
多
数
で
す
。

市
長
は
ど
う
受
け
と
め
ま
す
か
。

医
療
費
が
重
荷
だ
と
聞
い
て

い
る
の
で
そ
の
傾
向
に
あ
る
と

思
う
。
約
三
千
万
円
と
の
こ
と

で
す
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

ど
こ
の
市
町
村
も
財
政
厳
し

い
中
、
積
極
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
市
長
は
公
約
と
し
て
掲

げ
ら
れ
ま
す
か
。

十
分
考
え
て
い
き
た
い
。

国
、
県
に
対
し
て
も
医
療
費

の
無
料
化
拡
充
を
積
極
的
に
要

望
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

当
然
求
め
て
い
き
た
い
。

総
合
病
院
の
開
院
は
い
つ
頃

今
後
の
推
移
を
見
な
い
と
明
確
に
で
き
な
い

佐
藤
繁
夫
議
員

誘
致
し
て
い
た
日
吉
台
へ

の
、
総
合
病
院
建
設
が
決
定
さ

れ
た
よ
う
だ
が
、開
院
の
時
期
、

診
療
科
目
等
は
。

開
設
時
期
に
つ
い
て
は
、
昨

年
10
月
医
療
法
人
徳
洲
会
が
千

葉
県
に
病
床
配
分
を
受
け
る
た

め
に
提
出
し
た
計
画
書
に
よ
る

と
、
平
成
20
年
10
月
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
工
事
着
工
は
、
県

の
病
院
開
設
許
可
後
で
あ
る
た

め
、
開
設
時
期
に
つ
い
て
は
今

後
の
推
移
を
み
な
け
れ
ば
、
明

確
に
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
診
療
科
目
に
つ
い
て
は
、

計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
内
科
、

外
科
、
眼
科
、
耳
鼻
科
、
皮
膚

泌
尿
器
科
等
一
七
科
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
当

該
病
院
開
設
計
画
に
か
か
わ
る
要
望
と

し
て
「
良
質
な
医
療
の
提
供
で
き
る
病

院
」「
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
」「
航
空
機

事
故
や
災
害
へ
対
応
で
き
る
病
院
」
で

あ
る
よ
う
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

市
内
で
は
眼
科
・
耳
鼻
科
・
皮
膚
科
・

泌
尿
器
科
等
は
不
足
し
て
い
る
。

誘
致
す
る
考
え
は
。

不
足
し
て
い
る
診
療
科
目
に
つ
い
て

は
、新
設
さ
れ
る
徳
洲
会
病
院
が
す
べ
て

計
画
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
期

待
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子育ての願い、早く実現を

総合病院建設予定地
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福
祉
行
政
の
体
制
の
改
善
・
強
化
を
求
め
る

新
た
な
組
織
強
化
は
難
し
い

立
花
葊
介
議
員

社
会
福
祉
課
が
、
厚
生
班
・
保
護
班
・

児
童
家
庭
班
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
葉
山

保
育
園
ま
で
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
人

口
五
万
人
規
模
の
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
な

い
。
ど
こ
に
も
児
童
家
庭
課
が
あ
る
。

職
員
数
削
減
が
計
画
さ
れ
て
い
る
時
で

は
あ
る
が
福
祉
行
政
は
自
治
体
の
基
本

中
の
基
本
業
務
で
あ
り
、
人
員
も
組
織

も
適
正
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
対
応

の
窓
口
も
隣
同
士
肩
が
接
す
る
よ
う
な

ス
ペ
ー
ス
で
安
心
し
て
相
談
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
問
題
は
政
策
的
な
企
画
力
の
問

題
で
あ
り
、
市
長
の
政
策
判
断
で
も
あ

る
。
明
確
に
答
え
て
ほ
し
い
。

体
制
の
改
善
・
強
化
は
厳
し
い
定
員

管
理
の
も
と
で
は
難
し
い
状
況
で
す
。

学
校
施
設
の
耐
震
診
断
結
果
は
。
今

後
時
間
を
か
け
て
財
政
に
ゆ
と
り
が
出

た
ら
順
次
補
強
す
る
な
ど
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

対
象
の
建
物
は
小
学
校
四
棟
、
中

学
校
一
棟
、
幼
稚
園
一
棟
、
小
学
校
体

育
館
が
四
棟
で
す
。
そ
の
う
ち
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
一
棟
を
除
き
補
強

又
は
改
修
が
必
要
と
の
結
果
で
す
。
今

後
は
診
断
結
果
を
比
較
検
討
し
整
備
計

画
を
立
て
ま
す
。

耐
震
補
強
の
必
要
額
は
。

鉄
骨
造
り
三
棟
は
耐
力
度
調
査
を
し

た
だ
け
な
の
で
除
き
、
六
棟
で
二
億
六

千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

８
月
の
市
長
選
に
立
候
補
の
意
志
は

市
長
選
挙
に
立
候
補
さ
せ
て
い
た
だ
く
決
意

伊
藤
澄
雄
議
員

高齢者の利用が多いさとバス

８
月
の
市
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
意

志
は
あ
り
ま
す
か
。

市
民
の
皆
様
に
そ
の
信
任
を
問
う
と

と
も
に
、
引
き
続
き
市
政
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
を
問
う
た
め

に
、
今
回
の
市
長
選
挙
に
立
候
補
さ
せ

て
い
た
だ
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
各
部
の
主
な
事
業
と

予
算
に
つ
い
て
。

総
務
部
関
係
の
主
な
も
の
は
、
新

規
事
業
と
し
て
公
募
型
補
助
金
事
業

一
一
七
万
五
千
円
、
さ
と
バ
ス
運
行

事
業
一
、
〇
四
六
万
九
千
円
な
ど
で

ご
ざ
い
ま
す
。　
　

　

健
康
福
祉
部
関
係
は
、
健
康
予
防

事
業
五
、
〇
九
六
万
一
千
円
、
老
人

保
健
事
業
八
、
二
〇
二
万
二
千
円
な

ど
で
す
。

　

経
済
環
境
部
関
係
は
、
ご
み
処
理

施
設
建
設
事
業
一
、
八
一
四
万
七
千

円
、
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
五
、

二
九
二
万
円
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

都
市
建
設
部
関
係
は
、
道
路
改
良

事
業
六
、九
八
〇
万
七
千
円
、七
栄
新

木
戸
区
画
整
理
事
業
一
億
四
、
八
二

〇
万
六
千
円
、下
水
道
整
備
事
業
八
、四

五
四
万
六
千
円
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。

『
木
戸
前
区
画
整
理
事
業
』

今
後
の
課
内
調
整
と
関
係
機
関
へ
の

協
議
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
予
定
か
。

当
該
地
区
の
市
街
化
区
域
編
入
の
状

況
と
関
係
者
の
同
意
状
況
並
び
に
市
の

財
政
負
担
を
勘
案
し
、
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こんなに違う保育所数

富　里　市 印　西　市 白　井　市 

3（市立1・民2） 7（市立6・民1） 5（市立3・民2） 

健康福祉部 

社会福祉課 

国民年金課 

健康推進課 

※高齢者福祉課 

※18年4月1日設置 

保健福祉部 

社会福祉課 

介護福祉課 

児童福祉課 

健康管理課 

国民年金課 

健康福祉部 

　社会福祉課 

　児童家庭課 

　健康福祉相談室 

健康課 

保険年金課 
平成18年4月1日現在　（印旛郡広域市町村圏事務組合資料から引用） 

類似規模の福祉行政組織比較 

保　育　所　数 

福
祉
事
務
所 
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ポ
イ
捨
て
防
止
に
フ
ェ
ン
ス
等
の
対
策
は

投
棄
物
減
少
効
果
よ
り
費
用
負
担
が
多
い窪

田　

優
議
員

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
公
園
や
道

路
の
清
掃
。
不
法
に
投
棄
さ
れ
た
ご
み

対
策
と
し
て
も
有
効
な
市
民
参
加
型
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
昨
年
３
月
議
会
で

「
日
吉
台
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
」
が

活
動
し
て
い
る
東
関
東
自
動
車
道
路
側

道
の
「
恒
常
的
ご
み
投
棄
」
の
対
策
と

し
て
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
の
対
策
を
提
案

し
ま
し
た
。
放
置
す
る
と
ま
す
ま
す
増

え
る
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

地
権
者
の
理
解
を
得
て
実
施
す
る
よ

う
に
努
力
を
し
ま
し
た
が
、
費
用
的
負

担
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
、
一
部

地
権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
は
ご
み
撤
去
に
所
有
地
内
へ

の
立
ち
入
り
に
全
地
権
者
の
協
力
を
得

る
べ
く
努
力
を
し
ま
す
。

言
葉
だ
け
で
、
行
動
が
伴
っ
て

い
な
い
。
愛
知
県
蟹
江
町
の
ご
み

の
山
（
塔
）
の
例
で
は
テ
レ
ビ
が

取
り
上
げ
た
こ
と
で
最
近
、
職
員

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
撤
去

が
で
き
た
と
報
じ
て
い
ま
し
た
。

「
市
は
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て

い
る
の
か
」
と
い
う
点
で
不
十
分

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
者
が
「
む
な
し
さ
」

を
覚
え
た
ら
「
お
し
ま
い
」
で
す

と
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

　

市
の
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

参
加
者
は
増
え
て
い
ま
す
か
。

横
ば
い
で
す
。
減
ら
な
い
よ
う

に
啓
発
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

県
提
案
の
「
研
究
会
」
設
置
目
的
は
何
か

二
市
四
町
の
合
併
後
の
姿
を
検
討
し
ま
す中

野
信
二
議
員

１
月
18
日
の
県
に
よ
る
地

域
説
明
会
の
内
容
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

空
港
圏
二
市
四
町
の
担
当

課
長
及
び
担
当
者
が
出
席
。

県
か
ら
空
港
圏
合
併
の
実
現

に
向
け
、
二
市
四
町
の
事
務

担
当
者
に
よ
る
「
研
究
会
」

設
置
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

同
研
究
会
の
立
ち
上
げ
予

定
及
び
研
究
課
題
は
何
か
。

３
月
中
に
準
備
し
、
４
月

に
は
立
ち
上
げ
た
い
意
向
。

二
市
四
町
が
合
併
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
市
に
な
る
の
か

等
を
研
究
し
ま
す
。
成
田
市

が
参
加
し
な
い
と
研
究
会
は
で
き
ま
せ

ん
。新

成
田
市
長
の
合
併
に
対
す
る
消

極
的
な
姿
勢
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

県
は
構
想
実
現
に
向
け
、
成
田
市
と

協
議
を
し
て
い
る
と
も
聞
い
て
い
ま

す
。
今
後
、
合
併
に
向
け
た
新
た
な
協

議
の
場
が
で
き
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま

す
の
で
、
関
係
自
治
体
と
議
論
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

富
里
市
の
今
後
の
運
営
は
単
独
で
行

く
の
か
合
併
で
行
く
の
か
。

合
併
は
基
礎
自
治
体
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。
合
併
す
る
、
し
な
い
、
に
か
か

わ
ら
ず
、
常
に
自
立
し
た
自
治
体
運
営

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

東関東道側道、がけ下のごみ

一方通行では議論は深まらず



とみさと議会報編集特別委員会
委員長／猪狩一郎　　副委員長／江原利勝　　委員／中野信二　高橋益枝　櫻井優好　鈴木英吉　栗原恒治

　₃月は年度末の忙しい月です。また、卒業
式、転勤等別れの月でもあります。暦では24節
気「啓

けい

蟄
ちつ

」です。土の中から虫がはい出る頃で
春うららといったところでしょうか。
　現在の富里市議会議員の任期は₄月29日です
ので、任期中の定例会もこの₃月定例会が最後
となりました。あわせて、現在の編集特別委員
会による議会報の編集も本号をもって終了しま
した。
　議会報は、住民の皆さんに議会の動向をお伝
えする季刊誌です。
　ここにも市民との協働が求められているので
はないかと思います。
　₃月は別れの月ですが、₄月は入学式、入社
式等集いの月です。
　市議会議員選挙も₄月に行われ、新しい顔ぶ
れが集います。同時に議会報編集委員も新しい
顔ぶれとなります。
　新しい編集委員の斬新な発想と市民の皆さん
との協働で読まれる議会報、ご意見のいただけ
る議会報になることを期待しております。

（中野信二　記）

編集後記

議会報を読んで感じたことなど
皆様のご意見をお待ちしております。
また、議会報は市議会ホームページでも
ご覧いただくことができます。

〒286-0292 富里市七栄652-1 議会事務局
TEL.0476-93-1111　FAX.0476-91-3595

http://www.city.tomisato.chiba.jp/gikai/index.html
富里市議会ホームページアドレス
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環境にやさしい大豆油イ
ンキを使用しています

ご意見･ご感想をお寄せください！

6月定例会は

6月4日（月）から開会予定です。
※詳しい日程などは議会事務局にお問い合わせください。
※本会議の模様は市民課ロビー（市庁舎１階）のテレビでも
　ご覧いただくことができます。

議会を傍聴しませんか

さくら草（花言葉：「素朴」「勝者の寛容」「初恋」）


